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1

は
じ

め
に

昨
年
十
二
月
十
三
日
か
ら
四
日
間
、
雲
南
省
と

香
港
で
、
日
本
書
の
調
査
を

一
人
で
行

っ
た
。
短

期
問
の
予
備
調
査
で
は
あ

る
が
、

い
く

つ
か
の
成

果
が
あ

っ
た
の
で
、
報
告
し
た
い
。

中
国
大
陸

に
伝
存
す
る
明
治
以
前

の
日
本
書
調

査

で
は
、
従
来
西
南
地
域

(四
川
省

・
雲
南
省

・

貴
州
省
)
や

一
九
九
七
年

に
返
還
さ
れ
た
香
港
で

の
調
査
が
、
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
西

南
地
域
に
つ
い
て
は
、

一
つ
に
は
多
く
の
少
数
民

族
居
住
地
域
を
抱
え
、
四
川
省
の

一
部
を
除
い
て

は
日
本
か
ら
の
書
籍
が
流
入
し
そ
う
も
な

い
と
い

う
先
入
観
が
、

い
ま

一
つ
は
日
本
か
ら
の
交
通
の

便
が
よ
く
な
い
点
が
調
査
を
阻
ん
で
い
た
。
香
港

に
つ
い
て
は
、
返
還
以
前

は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地

で
あ
り
、
大
陸
の
諸
機
関
と
の
文
化
交
流
が
制
限

さ
れ
て
い
た
関
係
上
、
大
陸
で
編
纂
さ
れ
た
日
本

書
目
録

の
調
査

か
ら
漏
れ
、
返
還
後

の
調
査
も
未

だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
調
査
が

遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
西
南
地
域
か
ら
、
雲
南

省

の
省
都
昆
明
を
、
香
港

で
は
、
香
港
大
学
と
香

港
中
文
大
学
を
調
査
対
象

に
選
ん
だ
。
昆
明
を
選

ん
だ
理
由
は
、
か

つ
て
西
南
聯
合
大
学
が
置
か
れ

て
お
り
、
日
本
書
の
存
在
す
る
可
能
性
が
あ

っ
た

か
ら
だ
。

調
査
日
時
と
機
関
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

十
二
月
十
三
日

雲
南
大
学
図
書
館

十
二
月
十
四
日

雲
南
省
社
会
科
学
院

雲
南
省
図
書
館

十
二
月
十
五
日
か
ら
十
六
日

香
港
大
学
馮
平
山
図
書
館

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
昆
明
と
香
港
で
、
次
の

機
関
と
諸
先
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
便
宜
を
図
っ
て
い

た
だ
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
お
名
前
の
漏
れ
て
い

る
方
々
が
あ
る
。
失
礼
を
お
詫
び
す
る
と
共
に
、

謝
辞
を
捧
げ
た
い
。

雲
南
省
社
会
科
学
院

何
文
耀
院
長

左
姫
莎

国
際
交
流
処
処
長

陳
亜
輝
研
究
員

雲
南
省
図
書
館

外
文
図
書
室

雲
南
大
学

図
書
館

王
文
光
館
長

楊
勇
副
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館
長

同
善
本
室

沈
継
延
先
生

(日
本
書
目
録
作
成

者
)

香
港
大
学

馮
平
山
図
書
館

(善
本
図
書
館
)

馬
泰
来
図
書
館
主
任

胡
美
華
助
理
図
書
館

主
任

同
大
中
文
系

馮
錦
栄
副
教
授

香
港
中
文
大
学

図
書
館

2

概

要

昆
明

大
陸
で
の
訪
書
調
査

に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
が
あ
る
が
、
今
回
は
、
雲
南
省
社
会
科
学

院
か
ら
調
査
を
お
願
い
す
る
諸
単
位
に
直
接
紹
介

を
受
け
た
お
か
げ

で
、
比
較
的

ス
ム
ー
ズ

に
調
査

を
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
北
京
、
上
海
、
南
京

な
ど
の
大
都
市

で
は
必
ず
し
も
こ
う
い
う
手
法
で

成
功
を
収
め
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
今
後
他

の
都

市

で
調
査
を
行
う
場
合
は
、
省

の
社
会
科
学
院
な

ど
上
級
機
関
か
ら
の
紹
介
は
援
用
で
き
る
だ
ろ
う
。

雲
南
大
学
図
書
館

で
は
、
館
長
が
省
社
会
科
学
院

院
長
と
師
弟
関
係

に
あ
り
、
幸
運
な
こ
と

に
日
本

語
を
習
得
さ
れ
た
方
だ

っ
た
の
で
、
好
意
的

に
迎

え
ら
れ
、
善
本
調
査
が
容
易
に
進
ん
だ
。

今
回
の
諸
…機
関

で
の
調
査
で
は
、
閲
覧
に
際
し

て
、
研
究
協
力

の
費
用
を
求
め
ら
れ
た
。
大
陸

の

研
究
機
関
で
は
、
必
ず

し
も
研
究
費
が
潤
沢

で
な

く
、
外
部
か
ら

の
調
査

に
は
、
こ
の
よ
う
に
対
価

を
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
法
外
な
価
格

で

な
け
れ
ぽ
、
調
査

の
必
要
経
費
と
し
て
支
払
う
べ

き
だ
と
思
う
。
費
用
は

一
律
で
な
く
、
機
関
や
調

査

の
内
容
に
よ

っ
て
任
意
に
決
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
今
回
は
百
元
単
位

の
額
を
求
め
ら
れ

た
。大

陸

の
機
関
で
は
、
お
お
よ
そ
昼
休
み
は
十

一

時
半
か
ら
午
後
二
時
ま
で
、
業
務
終
了
時
間
は
午

後
五
時
な
の
で
、

一
日
に
調
査

で
き
る
資
料

に
は

限
り
が
あ
る
。

善
本

の
コ
ピ
ー
は
不
可
。
古

い
線
装
本
は
だ
い

た
い
善
本
に

一
括
収
納
さ
れ
て
い
る
た
め
、
調
査

対
象
と
な
る
明
治
以
前

の
書
籍

の
コ
ピ
ー
は
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。
雲
南
大
学
図
書
館
善
本
室

で

は
、
日
本
の
研
究
者

の
た
め
に
、
沈
継
延
先
生
が

特
別
に
自
ら
作
成
さ
れ
た
日
本
書
目
録

(稿
本
)

の
コ
ピ
ー
を
許
可
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
他

の
機
関

で
は
た
い
て
い
の
目
録

の

コ
ピ
ー
は
不
可
能

で
、

メ
モ
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

香
港

香
港
大
学

に
は
、
京
都
大
学
中
国
学

の

先
輩

で
あ
る
馮
錦
栄
先
生
が
勤
務
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
馮
先
生

の
ご
助
力
を
賜
り
、
特
別

に
書

庫
内

の
様
子
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
日
本
書

を
検
索
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
た
。

植
民
地
で
あ

っ
た
背
景
か
ら
、
欧
米

の
大
学
と

同
じ
く
、
香
港
大
学
、
香
港
中
文
大
学
共
に
、
海

外
か
ら
の
研
究
者

の
調
査
以
来
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
機
関
か
ら

の
館
長

へ
の
以
来
が
あ
れ
ぽ
、
問

題
な
く
調
査
で
き
る
。

両
大
学
と
も
図
書
館

の
開
館
時
間
は
夜
十
時
頃

ま
で
と
遅
く
ま
で
利
用
で
き
る
。
た
だ
し
、
善
本

室
に

つ
い
て
は
、
図
書
管
理

の
観
点
か
ら
、
夕
方

に
は
利
用
時
間
が
終
わ
る
。
又
、
善
本
に
つ
い
て

は
、
館
長
の
閲
覧
許
可
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、

館
長
不
在
の
時

に
は
閲
覧
で
き
な
い
資
料
も
あ
る
。

香
港
大
学
で
は
貴
重
本

の
コ
ピ
ー
は
不
可
だ
が
、

線
装
本
で
も
普
通
本
扱
い
で
あ
れ
ば
、

コ
ピ
ー
は

可
能

で
あ
る
。

目
録
は
ど
ち
ら
の
大
学
も
公
開
し
て
い
る
。
香
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港
中
文
大
学
で
は
、
昨
年

『香
港
中
文
大
学
図
書

館
古
籍
善
本
書
録
』
を
発
刊
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ

れ
に
よ

っ
て
日
本
書

の
検
索
が

で
き
る
コ
香
港
大

学
で
は
、
館
内

の
端
末

で
検
索
す
る
完
全

な
オ
ン

ラ
イ
ン
目
録
が
で
き

て
い
る
。
た
だ
し
、
目
録
採

取
時
に
日
本
書
は
中
国
書

に
紛
れ
て
分
類

さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
だ
け
で
は

対
象
と
な
る
書
籍

の
発
見

は
難
し
い
。
馮
平
山
図

書
館
を
熟
知
し
て
い
る
馮
先
生

の
ア
ド
バ
イ

ス
が

あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、

い
く

つ
か
の
資
料
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

香
港
大
学

の
例
に
限
ら
ず
、
日
本
書

に
対
す
る

認
識

は
香
港

・
大
陸
を
問
わ
ず
似
た
よ
う
な
部
分

が
あ
り
、
中
国
書
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
場
合

が
少
な
く
な
い
。
そ
の
点
で
、
雲
南
大
学

の
沈
継

延
先
生
、
香
港
大
学
の
馮
錦
栄
先
生
の
よ
う
な
、

日
中

(沈
先
生
の
目
録
で
は
、
朝
鮮
書

・
越
南
書

の

分
類
も
さ
れ
て
い
る
)
の
書
籍

の
異
同

に
詳
ら

か

な
碩
学

の
助
け
が
、
今
後

の
調
査

に
大
き

な
力
と

な
る
だ
ろ
う
。
こ
と
に
、
沈
先
生
が
、
日
本
関
係

資
料
が
そ
れ
ほ
ど
豊
富

に
な

い
昆
明
に
あ

っ
て
、

困
難
な
状
況
で
外
国
書

の
目
録
を
編
纂
さ
れ
た
こ

と
は
特
筆
に
値
す
る
。
真

の
知
日
家
と
し
て
ひ
そ

か
に
尊
崇
す
る
次
第

で
あ
る
。

3

日
本
書

の
整
理
状
況

今
回
訪
問
し
た
機
関

の
日
本
書

の
整
理
状
況
は

以
下

の
通
り
で
あ
る
。

昆
明○

雲
南
大
学

善
本
目
録

(沈
継
延
先
生
作
成
)

日
本
書
あ
り
。

○
雲
南
省
社
会
科
学
院

善
本
室
は
あ
る
が
、

今
回
閲
覧
し
得
た
日
本
書

に
は
特

に
か
わ

っ

た
も

の
は
な
か
っ
た
。

○
雲
南
省
図
書
館

古

い
日
本
書
は
な
い
。

△
今
回
訪
問

で
き
な
か

っ
た
雲
南
師
範
大
学
は

一
時
、
西
南
聯
合
大
学
が
置
か
れ
た
と
こ
ろ

で
、
旧
蔵
書
が
あ
る
可
能
性
。

香
港○

香
港
大
学

馮
平
山
図
書
館

香
港
大
学

の

善
本
図
書
館
。
馮
錦
栄
先
生

の
協
力
で
、
目

録

に
あ
が

っ
て
い
な

い
日
本
書

(伊
藤
仁
斎

『古
学
先
生
別
集
』
稿
本
な
ど
)
を
見
せ
て
も

ら
う
。
今
後
、
馮
先
生
と
協
力
し
て
、
新
た

に
日
本
書
目
録
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

◎
香
港
中
文
大
学
図
書
館

『香
港
中
文
大
学

古
籍
善
本
書
録
』
が

一
九
九
九
年
完
成
。
整

理
さ
れ
た
日
本
書

に
つ
い
て
は
、
目
録
に
載

っ
て
い
る
。

以
下

に
は
、
成
果

の
あ

っ
た
雲
南
大
学
と
香
港

大
学

の
調
査
に
つ
い
て
述

べ
る
。

4

雲
南
大
学

の
日
本
書

雲
南
大
学
善
本
室
に
は
、
沈
先
生
作
成
の
目
録

に
よ
れ
ば
、
八
五
部

の
古

い
日
本
書
が
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
調
査
対
象
と
な
る
明
治
以

前

の
も
の
は
三
三
部
あ
る
。
(沈
継
延

「日
本
書
目

録
」
稿
本
抜
粋
参
照
)
今

回
は
、

一
人

で
調
査

し

た
の
で
、
目
録
中

の
す
べ
て
の
対
象
図
書
を
調
査

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
数
部
を
目
睹
す
る
に
止
ま

っ
た
。

沈
先
生
に
よ
る
と
、
雲
南
大
学

に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
れ
ら
の
日
本
書
は
、
貴
州
大
学
旧
蔵

の
善

本
で
、

一
九
五
四
年
、
中
国
政
府

の
命
令
に
よ
り
、

貴
州
大
学

の
善
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
雲
南
大
学
、

四
川
大
学
な
ど
に
分
割
贈
与
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
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で
あ
る
。
従

っ
て
、
雲
南
大
学
所
蔵

の
日
本
書
善

本
は
す
べ
て
旧
貴
州
大
学
蔵
に
か
か
る
も

の
で
あ

る
。
中
国
に
伝
来
し
た
日
本
書

の
流
通
を
調

べ
る

た
め
に
も
、
貴
州
大
学
、
四
川
大
学
で
さ
ら
に
調

査
を
し
て
、
元
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
容

を
さ
ぐ

る
こ
と
が
必
要
だ
。
現
時
点
で
は
、
旧
貴

州
大
学

蔵
日
本
書

の
来
歴
な
ど
は
わ
か
っ
て
い
な

い
。

限
ら
れ
た
時
間
で
調
査
し
え
た
書
籍

の
中
に
、

伊
澤
蘭
軒

の
手
抄
本
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
以

下
に
紹
介
す
る
。

5

伊

澤
蘭

軒

手
抄

本

『華

氏

中

蔵

経
』

に

つ
い
て

雲
南
大
学
図
書
館
蔵

(旧
貴
州
大
学
図
書
館
蔵
)

伊
澤
蘭
軒
手
抄
本

『華
氏
中
蔵
経
』
巻
下

療
諸

病
薬
方
六
十
道

一
冊

正
楷
写
本

屋
代
弘
賢
蔵
掃
葉
山
房
本

の
写
本

日
本
か
ら
の
流
出
径
路

現
在
ま
だ
不
明
だ
が
、
伊
澤
家

の
子
孫
が
、
蔵

書
を
ま
と
め
て
書
肆

に
売
り
払

い
、
大
陸

に
伝
来

し
た
も
の
の

一
部
ら
し
い
。
(茨
城
大
学

真
柳
誠

氏
の
ご
教
示
に
よ
る
)
現
在
日
本

に
は
伊

澤
蘭
軒

氏
旧
蔵
本
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
お
ら
ず
、

こ
と
に

手
沢
本
は
貴
重
と
の
こ
と
。

体
裁元

は
十
行
十
八
字
本
だ
が
、
抄
本
ゆ
え
、
十
九

字
、
二
十
字
な
ど
に
な
る
。

表
紙
は
後
補
。
無
題
簽

(中
国
の
書
目
を
孔
版
印

刷
し
た
更
半
紙
を
裏
返
し
て
用
い
る
。
貴
州
大
学
旧

蔵
時
に
補

っ
た
も
の
)

本

の
表
紙
は
、
粗

い
繊
維
の
混
じ

っ
た
灰
褐
色

の

紙
。

や
や
虫
損
。
薄
葉
紙

の
間
に
や
や
厚
い
白
紙
を
裏

打
ち
。

所
々
に

「国
立
貴
州
大
学
図
書
館
蔵
書
之
章
」
楕

円
印
を
押
す
。

一
表

伊
澤
氏
酌
源
斎
図
書
印

目
録

萬
応
図

第

一
葉

の
み
格
あ
り
。
原
本

の
体
裁
を
忠
実

に

写
し
た
も
の
。
こ
の
葉

は
裏
打
ち
し
以
後
、
無
格
。

藍
点

朱
字

に
て
校
勘
書
き
入
れ
。
主

に
孫
星
衍
本

に
よ

る
。

伊
澤
蘭
軒

の
校
勘

「

」
は
校
異

□

は
空
格

{

}
は
孫
本

に
よ
る
補
訂

一
表沢

潟

コ

」
両

八
孫

一
裏「後

」
薬

后
孫

芸
臺
二
両

炒
孫

「
□
」

鼈
甲
鸚

孫

二
表未
動

「再
服
」

再
服
二
字

孫
本
細
字

「小
児
姙
婦
及
老
人
□
與
服
」

皺
櫚
敦

(割
注

は
原
注
)

頭
注

孫
本

小
児
以
下
細
字
而
與
服
字
接

人
下
作
勿
服

二
裏膈
氣
…

「夜

一
服
」

三
字
細
字
孫

「成
」
労

盛
孫

,「日
三
服
、
漸
安
減
服
」

七
字
細
字
孫

大
小
便
…

「未
通
加
至
七
元
」
以
下
細
字
孫

九
種
…

「立
止
」

細
字
孫

脚
気
石
楠
湯
…

「毎
日
食
前
服
」
以
下
細
字
孫

三
表
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胎
衣

…

「焼
秤
縋
」

稱
孫

鑓
日

「□
」

{
通
紅
孫
}

三
裏剥
離
裏

貴
州
大
学
の
印

卒
心
腹
痛
条

如
常
服

一
丸
…

「毎
日
二
服
」
以
下
細
字
孫

四
表安
香
香
丸
条

右
為
米
、
煉
蜜
成

「臍
」

剤
孫

四
裏
化
下
四

「元
」
、
圓
孫

老
幼
皆

一
「元
」

圓
孫

六
表起
蒸
中
央
湯
条

弾
子
大

一
「元
」

圓
孫

補
薬
麝
臍
圓

白
朮

孫
本
以
下
有
二
字
空
処

六
裏酔
僊
丹
条

大
附
子
三

「両
」

箇
孫

七
表霊
鳥
丹
条

空
心
酒
下
七

「元
」
、
加
至
十

「
元
」

圓

孫
下
同

扁
鵲
玉
壷
丹
条

秩
萬

「病
」

痛
孫

七
裏右
以
新
炒
飲
為
丸
…
下
十

「
元
」

圓
孫

葛
之
真
人
百
補
騙
綜
精
圓

杜
仲
三
両

「削
」
去

「麁
」
皮

剄

砕

孫
无

孫
无

十
裏治
心
痛
不
可
忍
者
条

木
香

蓬
木

酪
一

乾
漆

炉
分

右
為
末
、
毎
服

一
銭
、
熱
醋
湯
調
下
、
入
口
立

止
(有
添
紙
)

永
類
鈴
方
引
中
蔵
経

九
種
心
痛
欲
死
、
木

香
栽
朮
乾

漆
炒
等
分
、
細
末
、
熱
醋
湯
調

一
銭
、

一
口
即
止

取
長
虫
、
兼
治
心
痛
方
条

「雄
黄

銑
」

頭
注

孫
本

雄
黄

一
銭
四
字

十

一
表

治
虫
毒
方
条

雄
雀
糞
酪
「□
」

一
孫

十

=
袰
治
虫
毒
方
条

「
其
」
水
和
成
油

「
[釿
」」

共
孫

餅
孫

破
棺
丹
条

丹
砂
編

研
孫

十
四
表
通
中
延
命

「元
」

玄
孫

十
五
裏
百
生
方
条

米
飲
調

「下
」
、
立
効

一
分
孫

治
漏
胎

「腸
」
損
方

胎
孫

白
茯
苓

孫
本
以
下
有

二
字
空
処

治
婦
人

「
月
」
崩
方

血
孫

十
六
表
治
婦
人
月
崩
方
条

枳
殻

鬣

炒

頭
注

孫
本
麩
作
麪

三
不
鳴
散
条
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取
水
…
下
割
注

取
活
者

「不
如
後
法
麝
香

酒
飲
空
心
下
」

頭
注

按
、
孫
本
取
活
者
下
作

一
箇
如
後
法

射
香
酒
食
空
下

甘
草
湯
条

解

「百
」
薬
毒

方
孫

十
七
表
槐
子
散
条

槐
角
中
黒
子

用
孫

各

一
服

「□
」
已
止

病
孫

十
七
裏
治
暴
喘
欲
死
方
条

若
虚
人
肺
虚

「胃
」
冷
者

孫
无

十
八
裏
千
金
膏
条

黄
丹
各

鍵
L

分
孫

十
九
表
香
鼠
散
条

香
鼠

「□
」

皮
孫

二
一
表
又
取
黄
丁
方
条
下

陸
本
元

控

一
行
孫

二

=
袰
治
青
丁
方

止

二
二
表
～
二
五
表

跋
語

余
少
読
華
陀
伝
…

案
、
宋
楼
鑰
跋
華
氏
中
蔵
経
云
々

楼
鑰

攻
魄
集
六
九

二
五
表書
凡

一
巻
、
後
附
方
六
十
道
、
因
為
上
下
二

巻
云
。

乾
隆
五
十
七
年
秋
九
月
茂
苑
周
錫
瓊
識

於
楓
橋
之
香
厳
書
屋

二
五
裏

伊
澤
蘭
軒
自
跋

清
周
錫
贋
取
校
刻
中
蔵
経
上
下
二
巻
、
屋
代
弘
賢

君
之
所
蔵
也
。
頃
假
借
来
讎
之
、
今
行
呉
氏
刻
本

而
上
巻
病
論
者
可
抜
而
理
之
。
下
巻
薬
方
者
前
後

多
少
淆
錯
無
条
矣
。
因
影
鈔
下
巻
云
。

文
化
甲
子
臈
月

[朔
]

伊
澤

慥
識

(有
三
印
)

伊
澤
蘭
軒

の
識
語

に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
手
抄

本
は
、
文
化
元
年

(
一
八
〇
四
)
当
時
行
わ
れ
て

い
た
明

・
呉
勉
学
等
校
刊
本

(蘭
軒
が
ど
の
本
を

用
い
た
か
は
未
詳
)
に
よ
る

『華
氏
中
蔵
経
』
の

下
巻
末
の

「療
諸
病
薬
方
六
十
道
」
に
錯
簡
が
多

い
た
め
に
、
清

・
周
錫
贋

の
掃
葉
山
房
本

(清

・

嘉
慶
五
年

(
一
八
○
○
)
刊
)
を
屋
代
弘
賢

に
借

り
、
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
朱
注
は
、
孫
星
衍

の

平
津
館
叢
書
本

(清

・
嘉
慶
十
三
年

(
一
八
○
八
)

刊
)
と
周
本
と
の
校
異
を
付
し
て
い
る
。
蘭
軒
は

の
ち
三
本
の
優
劣
を
比
較
し
、
文
政
九
年

(
一
八

二
六
)
四
月

に

「呉
刻
中
蔵
経
跋
」
を

つ
く

っ
て

い
る
。
(森
鴎
外

『伊
澤
蘭
軒
』
そ
の
百
七
十
三
に

も
載
せ
る
)

6

香
港
大
学

前
述

の
よ
う
に
、
香
港
大
学
図
書
館

で
は
、
蔵

書
目
録
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
い
る
が
、
馮
先
生

の
実
見
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
書

の
整
理
状
況

は
十
分
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日

本
書

の
扱

い
に
慣
れ
て
い
な
い
の
が
原
因
で
あ
る
。

未
整
理
の
書
籍
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
と
い
う
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こ
と
だ

っ
た
。

香
港
大
学
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
中
に
多
く
の

古
籍

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈
を
受
け
て
い
る
。
特

に
旨

即

冨
碧
国
≦
①
ロ
氏
旧
蔵

の
も

の
に
は
、
中

国
書
、
日
本
書
を
問
わ
ず
善
本
が
多

い
。
罎
碧
-

国
≦
碧

氏
は
香
港
在
住

の
イ
ギ
リ

ス
人

で
、
古
籍

に
興
味
を
持
ち
、

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
善
本

を
集
め
て
い
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
氏

の
没
後
、

遺
族

に
よ

っ
て
香
港
大
学

に
寄
贈
さ
た
。
(
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
別
置
さ
れ
て
は
い
な
い
)

こ
の
な
か
に
、
伊
藤
仁
斎

の

『古
学

先
生
別

集
』
の
稿
本
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
以
下
に
紹

介
す
る
。7

旨

勾
●
竃
碧
国
芝
穹

氏
旧
蔵
伊
藤

仁
斎

『古
学
先
生

別
集
』
稿
本

一

冊

(香
港
大
学
蔵
)

表
紙

は
灰
色
、
題
簽
に

「古
学
先
生
別
集
」。

『古
学
先
生
別
集
』
稿
本

は
現
在

一
冊
。

目
録

に

よ

る

と

、

一
表巻

之

一

易
乾
坤
古
義

附
大
象
解

巻
之
二

仁
斎
日
札

読
近
思
録
鈔

附

古
学
先
生
和
歌
集

送
水
野
防
州
公
序

(
一
裏
は
白
紙
)

と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
の
内
容
は
、

二
表
～
二
四
裏

易
経
古
義

二
五
表
～
三
四
裏

大
象
解

三
五
表
～
五
二
表

仁
斎
日
札

(止
)

と
目
録
の
途
中

で
終
わ

っ
て
い
る
の
で
、
本
来
は

二
冊
以
上
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

本
文
中
に
は
、
異
筆

の
校
勘
が
随
所
に
付
さ
れ

て
い
る
。
刊
行
を
前
提
と
し
た
校
正
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

『国
書
総
目
録
』
で
は
、
『古
学
先
生
別
集
』

は
、

次

の
写
本
二
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。

国
会
図
書
館
本

宝
暦
十
四
年
写

四
冊

天
理
大
学
本

宝
暦
十
四
年
写

五
冊

天
理
大
学
本
と
国
会
図
書
館
本
と
は
冊
数
が
異
な

る
の
で
、
ど
ち
ら
か
が
香
港
大
学
本
と
関
係
す
る

か
も
し
れ
な
い
。

8

今
後

の
調
査
に
つ
い
て

今
回

の
雲
南

・
香
港

の
調
査
か
ら
、
両
地
域
に

も
日
本
書
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

貴
州
大
学
旧
蔵
本

の
な
か
に
伊
澤
蘭
軒
手
抄
本
が

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
医
書
を
中
心

に
し
て
、
貴
州
大
学
旧
蔵
本

の
再
調
査
が
必
要
で

あ

る
と
思
わ
れ
る
。

香
港
に
つ
い
て
は
、
香
港
大
学
で
未
整
理
の
日

本
書
を
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
未
整
理

書
籍

に
つ
い
て
は
、
現
地

の
研
究
者

の
協
力
が
不

可
欠

で
あ
る
。
香
港
中
文
大
学

に
つ
い
て
は
、
目

録
が
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
で
、

こ
れ
を
手
が
か
り

に
調
査
が
可
能
だ
。
今
回
は
残
念
な
が
ら
時
間
が

足
り
ず
、
香
港
中
文
大
学
で
の
調
査
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
今
後

に
期
待
し
た
い
。
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付

沈
継
延
日
本
書
目
録
抜
粋

書
名
【

】

は
四
部
分
類

冊数

△
は
残
冊

編
著
者

初
刻

刊
行
年
次

西
暦

刊
行者

体
裁

【
経
部】

1

経
曲ハ
釈
文
三
十
巻
考
証
二
巻

一

一

唐
・

陸徳

明
撰

清
・

廬
文
招
考
証

享
和
元
年

一

八

〇
一

刻
本

2

経
義
掫
説一

巻

一

山
本
信有

寛政

九
年

一

七
九
七

明
道
館

刻
本

3

下
学集

二
巻

三

東
麓
破衲

著

元
和
三
年

元
和
三
年

一

六
一

七

刻
本

【
史

部】

4

漢
書
評
林一

百
巻

明
・

凌
稚
隆
輯

明
暦
三
年

一

六
五

七

松
栢
堂

刻
本

5

小
腆
紀
年
附
考
三
十
巻

一

二

清
・

徐
嘉撰

光
緒
十
二
年
一

八
八
六

日
本
使
署

鉛
印
本

6

大
日
本
史
二
百
四
十
三
巻
又
補
巻

△
五
三

源
光
圀
修

源
綱
条校

刻
本

7

魏
鄭
公
諌
五
巻

二

唐
・

王
方慶

撰

文
化
十
二
年
一

八
二

九

刻
本

8

魏
鄭
公
諌
続
録
二
巻

二

元
・

霍
思
忠
撰

文
化
七
年

一

八
一

〇

刻
本

【

子

部】

(

儒
家

類)

9

説
苑
二
十
巻

一

〇

漢
・

劉

向

撰

江
戸
書
林
千
鐘
房

刻
本

10

忠
経集

註
詳
解一

巻

一

漢
・

馬
融
撰

鄭
玄
注

日
本
・

宇
都宮

由的(遯庵)詳解

元
禄
二
年
刻

文
政
八
年

一

八
二

五

印本

11

世
範
校
本
三
巻

二

宋
・

袁
采
撰

明
・

陳
継
儒
訂

日
本
.

片山信校

嘉
永
三
年

一

八
五

〇

浪
華
前
川
善
兵
衛

刻
本

12

(
刪
定)
紀
効
新
書
十
四
巻
並
附
録

六

明
・

戚
継
光
撰

弘
化
二
年
刻

文
久
三
年補

一

八

六
三

刻
本

13

千慮

策
三
巻
附
淳
熙
薦
士
録

三

宋
・

楊
万
里
撰

寛
政
十
年
?

安
政
四
年

一

八

五
七

刻
本

14

聡
訓
斎話

二
巻

二

清
・

張

英
撰

天
保
八
年

一

八
三
七

刻
本
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(
法

家)

15

韓
非
子
識
誤
三
巻

二

清
・

顧
広
圻
撰

日
本
・

山
田
政
徳
等
校

弘
化
二
年

一

八
四
五

刻
本

16

棠
陰
比
事
三
巻

三

宋
・

桂
万
栄
撰

江
都青

黎
閣

刻
本

(

医
書

類)

17

存誠

薬
室
叢
書
七
種

四
三

多
紀
元
胤
等
輯

聿
修
堂

刻
本

18

黄
帝
八
十一

難
経
疏
証
二
巻

二

多
紀
元
胤
輯

文
政
五
年

文
政
二
年
?

一

八
一

九

刻
本

19

脈
学
輯
要
三
巻

一

多
紀
元
簡
撰

寛
政
七
年

一

七
九
五

江
戸
万
藾
堂

刻
本

20

備
急
千
金
要
方
三
十巻

二

唐
・

孫
思
邀
撰

宋
・

林
億
等
校
正

嘉
永
二
年

一

八

四
九

江
戸
医
学
館

影
刻
宋
本

21

千
金
翼
方
三
十
巻

唐
・

孫
思
邀
撰

宋
・

林
億
等
校
正

文
政
十
二
年
一

八
二

九

影
元
大
徳
十一

年梅谿書院本

22

痘
科
鍵
刪
正
補
注
二
巻

六

明
.

朱
巽
撰

日

本
・

池
田

独
美

注

文
政
十
三
年

文
政
十
三
年
一

八
三

〇

古
我
堂

刻
本

23

華
氏
中
蔵
経
八
巻

一

魏
・

華
侘
撰

文
化
元
年

一

八

〇
四

伊
澤
蘭
軒
手
抄
本

24

国
史
医
言
鈔
四
巻

二

吉
田
維
通
輯

嘉
永
五
年

一

八
五
二

日
五
書
房

刻
本

25

医
略
抄一

巻

一

丹
波
政
忠
撰

多
紀
元
簡
校

寛
政
七
年

一

七

九
五

刻
本

26

建
殊
録
一

巻
並
附
録

一

厳
恭
敬
浦
輯

宝
暦十

三
年

文
政
八
年

一

八
二

五

大
阪
加
賀
屋

刻
本

(
そ
の

他)

27

群
書
治
要
五
十
巻(
不
全
本)

二
五

唐
・

魏
徴撰

細
井
徳
民
等
校

天
明
七
年

一

七

八
七

尾
張
国

刻
本

28

箋
注
蒙
求
校
本
三
巻

三

唐
・

李
瀚
撰

宋
・

徐
子
光
補
注

日
本
・岡白駒箋注

明
和
四
年

安
政
五
年
?

一

八
五

八

川
勝
次
郎

刻
本

29

王
陽
明
出
身
靖乱

録
三
巻

三

明
・

馮
夢
龍
編

弘
毅
館

刻
本

(
仏

家)

30

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
図
紀
四
巻

四

唐
・一

玄

奘
訳

日

本
・

蓮
室

秀
翁

図
紀

元
禄
八
年

元
禄
八
年

一

六
九

五

刻
本
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31

校
正
四
座
講式

△
一

高
弁撰

理
峰
校

,

宝

暦
九

年

一

七
五

九

普
門
院

刻
本

(

道
家)

32

郭
注
荘
子
十巻

五

晋
・

郭

象
注

天
明
三
年

一

七

八
三

刻
本

【
集
部】

33

宋
大
家蘇

文
公
文
鈔
十巻

四

宋
・

蘇

洵
撰

明
・

茅

坤
評

安
政
四
年

一

八
五
七

刻
本

34

孤
山
先
生
遺
稿
十
六
巻

一

二

藪愨

(
孤
山)

撰

藪
将
泰
輯

文
化
十
三
年

一

八
一

六

大
阪
藤
屋
孫
兵
衛

刻
本
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一
部
を
除
き
、
明
治
以
前

の
も
の
に
限
定
し
た
。

本

調

査

は
、

文
部

省
科

学

研
究

費

補
助

金

・
基
盤

研

究

(A

)
「
明

治

期

に
中

国

へ
流

出

し

た
日

本
寺

院

旧
蔵

文

書

に
関

す

る
総
合

的

研

究
」

(代

表

・
千

田
稔
教

授
)

の
補
助

を

受
け

て
行

っ
た
も

の
で
あ

る
。

、


